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Ａさん、こんにちは

インターネットのモデルとは (1)
隣接するコンピュータ間の通信
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ホスト（Ａ） ホスト（Ｃ）

はい、Aさん

ルータ（い）

ルータ（ろ）

ルータ（は）

ルータ（に）

ﾃﾞｰﾀAい-２

インターネットのモデルとは (2)
IP(Internet Protocol）によるコンピュータ間の通信

Ｃさん、こんにちは

ﾃﾞｰﾀ Ｃ に-２
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ホスト
（エンドノード）

ルータ
（中継ノード）

ホスト
（エンドノード）

AP

TCP

IP

AP

TCP

IP

n 自律分散型ネットワーク

n ベストエフォート
l中間ノードの負荷軽減⇒エンドノードに期待

n 各種ネットワークへの移植性が高い
l大部分のネットワーク上で動作

n 自律分散型ネットワーク

n ベストエフォート
l中間ノードの負荷軽減⇒エンドノードに期待

n 各種ネットワークへの移植性が高い
l大部分のネットワーク上で動作

経路
情報

IPv6も

踏襲

IPv6も

踏襲

インターネットのモデルとは (3)
インターネット・アーキテクチャ
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TCP/IP(v6)プロトコルスタック

物理層

リンク層

ネットワーク層

トランスポート層

アプリケーション層

TELNET
FTP
TFTP

POP
NNTP
SMTP
HTTP

【アプリケーション・プロトコル】

Fast Ethernet
Giga Ethernet

無線LAN
ｘDSL

ATM
Mobile
WDM

【リンク層/物理層プロトコル】

RIPng
OSPFv3
BGP4+

DNS
SNMP

DHCPv6

【サポート・プロトコル】

TCP UDP
ICMPv6

(MLD) IPv6

【ネットワーク・プロトコル】

(NDP)
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TCP/IP(v6)プロトコルスタック
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ネットワーク層
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アプリケーション層

TELNET
FTP
TFTP

POP
NNTP
SMTP
HTTP

【アプリケーション・プロトコル】

Fast Ethernet
Giga Ethernet

無線LAN
ｘDSL

ATM
Mobile
WDM

【リンク層/物理層プロトコル】

RIPng
OSPFv3
BGP4+

DNS
SNMP

DHCPv6

【サポート・プロトコル】

TCP UDP
ICMPv6

(MLD) IPv6

【ネットワーク・プロトコル】

(NDP)

Everything Over IP

IP Over Everything
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なぜIPv6なのか?

ネットワークインフラは「IP ネットワーク」に収斂

IPアドレスの
不足

高機能
高付加価値化

IPv6 

・アドレス空間拡大
・階層化アドレス

・モバイル対応
・ビルトインセキュリティ
・高度トラフィック制御
・アドレス自動設定

ブロードバンド

IPv6: Internet Protocol version 6
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IPv6の特徴

アドレス拡張
　

階層型アドレス

ヘッダ簡素化
　

QoS機能

アドレス自動設定

セキュリティ機能 ｾｷｭﾘﾃｨ通信利
用拡大

通信品質を
木目細かに制御

ｸﾗｽ(4)+
ﾌﾛｰﾗﾍﾞﾙ(24)

高速LSI処理向き固定長
(40ﾊﾞｲﾄ)

可変長
(20ﾊﾞｲﾄ+α)

経路制御容易3階層以上1階層
(ﾗﾝﾀﾞﾑ割当)

32ビット 128ビット 無駄なく使えば
ほぼ無尽蔵

ToS/ Diffserv
(8ﾋﾞｯﾄ)

Plug&Playで
設定容易

標準装備

標準装備オプション

オプション

機能　 IPv4 IPv6 メリット

12All Rights Reserved, Copyright 2002, Hitachi,Ltd.

IPアドレスの枯渇とルートの激増

n IPv4アドレス空間はすでに50%以上割当済,さらに

　　1億～2億個/年でアドレス消費を加速
lCIDR、プライベートアドレスなどの工夫で当初予想より延命

しているが、IPアドレス枯渇が懸念される
CIDR: Classless Inter-Domain Routing

nインターネット上のルートの激増
lルーティング性能, 運用管理に深刻な影響

CIDR: Classless Inter -Domain Routing
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IPアドレスの地域性

n潤沢（？）な北米、厳しいアジア

l一人で十個強、十数人で一個

lヨーロッパの動き

l韓国の動き

nこれからＩＴを推進するなら．．．

l税制を考えても将来性のある技術に投資したい

l多くの面でビジネスチャンスが生まれる

nＩＴ技術は米国からの輸入だけではない！

l脱90年代

14All Rights Reserved, Copyright 2002, Hitachi,Ltd.

IPアドレスの不足とネットワークの制約

リーチの拡大阻害

NAT制限で運用がたいへん
Peer to Peer AP開発が困難NATの使用

IPv4アドレスの絶対数不足

プライベート
アドレス

グローバル
アドレス

変 換

端 末 の 多 様 化 ｲ ﾝ ﾀ ｰ ﾈ ｯ ﾄ 人 口 の 拡 大

アドレス数
約40億 個

アドレス数
約40億 個

InternetNAT
ローカル網 Internet

NAT NAT
ローカル網 ローカル網

NAT: Network Address Translator

InternetNAT
ローカル網
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アクセス回線の高速化

ｱﾅﾛｸﾞ電話

ISDN

ＸDSL

CATV

PDC
PHS

cdmaOne

IMT-
2000

FTTH

衛星

100k

1M

10M

100M

速度[bps]

時 間▲

アクセス回線のブロードバンド化が急ピッチで進展

(注)時 間 軸 は お お よ そ の 尺 度
　　 楕 円 は 出 現 時 期

π

FWA

: ﾒﾀﾙ系 : 無線系 : 光系

無線LAN
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xDSL加入者の急増

n総務省の下記URLを参照：
http://www.soumu.go.jp/joho_tsusin/whatsnew/dsl/
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光アクセスの状況

nFTTH
l usen : Broad GATE01

• 100Mbps 

lNTT東西: Bフレッツ
• 「ファミリータイプ」: 最大10Mbps
• 「ベーシックタイプ」:最大100Mbps
• 「マンションタイプ」:最大100Mbps

n広域Ethernetサービス
lワイドLANサービス／スーパーワイドLANサービス(NTT東西)

lPowered Ethernet(パワードコム)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

18All Rights Reserved, Copyright 2002, Hitachi,Ltd.

n高画質動画のファイル: 
l 1時間あたり3～4Gbyteとして

約30Ｇbit÷アクセススループット＝ダウンロード時間

ブロードバンドアクセスと定額料金/常時接続（Always-On）により

従来のパワーユーザでないネットワークのヘビーユーザが出現

ダウンロード時間 何をして待つ？

1Mbit/s 30000秒＝8時間20分 寝て、起きたら…

10Mbit/s 3000秒＝50分 風呂、ビールでも…

100Mbit/s 300秒＝5分 ビールで一息…

Broadband,Always-Onのもたらすもの
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nメールの利便性
n送るデータは巨大化（メールでビデオを送る）
nメールサーバ大丈夫？

IPv6

Broadband,Always-Onのもたらすもの

nサーバ（この場合、メールサーバ）を介さず
　直接、ユーザ同士がデータを交換するモデル
　即ち、Peer to Peerへ

20All Rights Reserved, Copyright 2002, Hitachi,Ltd.

IPｖ6による解

アドレスの
不足

アドレスの
不足

ﾈｯﾄﾜｰｷﾝｸﾞ
の 複 雑 化

ﾈｯﾄﾜｰｷﾝｸﾞ
の 複 雑 化

Endシステムが見える
シンプルなネットワーク

必 要 機 能 の 拡 充

Endシステムが見える
シンプルなネットワーク

必 要 機 能 の 拡 充

アドレス空間拡大アドレス空間拡大

IPv4IPv4

Peer to Peerの
サービス

Plug & Play
フローラベル

IPSec標 準 装 備

Peer to Peerの
サービス

Plug & Play
フローラベル

IPSec標 準 装 備

3.4×1038個 の
アドレス配布可能

3.4×1038個 の
アドレス配布可能

IPv6IPv6

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
型

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
拡
大
・
発
展

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
型

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
拡
大
・
発
展
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ルータ製品の細分化（専門化）

UNIX Workstation ベースのコンピュータ

バックボーン系 アクセス集線系 アクセス加入者系

キャリアの

コ ア 網 向 け

キャリア･ISPの

中 継 網 向 け

高 速 回 線 対 応 高 速 回 線 対 応

lLANス イ ッ チ 技 術 や A T M 交 換 機 技 術 と の 分 担 や 融 合 も 行 わ れ て い る

lさらに特定用途向けのネットワーク装置も派生（パケットシェーパ等）
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主プロセッサ

ルータ装置

Network
Interface

Network
Interface

Network-A Network-B

　Bus

パケットデータ

・ ルーティングプロトコルと

　経路計算

・ パケット中継（ソフト処理）

・管理系の処理

・ LAN、回線との

接 続 処 理

ルータアーキテクチャ(1) 
UNIX Workstation ベース/単一CPU型

24All Rights Reserved, Copyright 2002, Hitachi,Ltd.

GR2000 アーキテクチャ(6H/10H/20H)

主プロセッサ

Network
Interface

Network
Interface

Network-A Network-B

中 継 処 理
プロセッサ

中 継 処 理
プロセッサ

Switch

・メインプロセッサの増強

・OSPFv3サポート

・IPv6パケットの

　H/W転送サポート

・ LAN、回線との

接 続 処 理

ルータアーキテクチャ(2) 
バックボーン系分散CPU型(日立GR2000など)

パケットデータ

・ ルーティングプロトコルと

　経路計算処理

・管理系の処理
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n 機能面（ソフトの作りやすさ）

分散CPUは経路計算処理とパケット中継処理を

異なるＨ／Ｗに分散する　＝＞　開発・保守がたいへん

　　　　　　　単一CPU型　＞　分散CPU

n Ｈ／Ｗコスト面

　　　　　　　 単一CPU型　＞　分散CPU

n しかし、バックボーンのスケラービリティとしては

　　　　　　　 分散CPU　＞　単一CPU型

n 日立は1991年頃に分散CPU型の方式を固めた。（NP200）

n ＩＰへの収斂が、追い風

ルータアーキテクチャ(3) 
単一CPU型　vs　分散CPU型
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“A lways  On ”
（常 時 接 続 ）

IPネットワークをめぐる状況

ブロードバンド＆セキュア
IPネットワーク

ネットビジネス
への対応

IP-VPN等の高速

低料金サービス
への期待

iモード等モバイル

インターネットの
急成長

インターネット
ユーザの急増

常に変わらない料金低下
へのニーズ

（フレッツ ISDN、xDSL等
定額料金型サービスへ）

■ e-Japan戦略

「５年以内に世界最先端のIT国家を目指す」

“ 2005年までにIPv6のインターネット環境を実現 ”

ビジネス
チャンス
！！！

大規模データセンタ
の相次ぐ開設

動画・音声等
リッチコンテンツの

増加

支援

ネ ッ ト ワ ー ク

投 資 の 増 加

膨張し続ける
ネットワーク

(サービス数/サーバ数/
クライアント数)

IPv6

ア ド レ ス 不 足
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インターネットへの要求とIPv6での実現

uHostとインターネットとの直接接続

uフレキシブル化・スケーラブル化

u経 路 情 報 削 減 に よ る ネ ッ ト ワ ー ク 安 定 化

u経 路 情 報 削 減 に よ る ネ ッ ト ワ ー ク 性 能 改 善

u保 守 ・ 運 用 の 効 率 化 、 容 易 化

u通信セキュリティのリアルタイム確保

u多 様 な ユ ー ザ 要 求 へ の 対 応

uベストエフォートを超えるネットワーキング

uインターネットアプリケーションモバイル化

インターネットへの要求
IPv6機 能

モ バ イ ル 通 信
(位置管理、転送 )

トラヒック制御
(フローラベル制御)

セキュリティ
(暗号化、認証 )

アドレス自動設定
(Plug & Play)

階層化アドレス

アドレス空間拡大

ア ド レ ス 機 能 の 拡 張

ネットワーク高機能化
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IPv4からIPv6への移行技術の必要性

u移行技術には、

　★IPv4/IPv6デュアルスタック
　★トンネリング
　★トランスレータ

nインターネットを一気にIPv6に移行させる・・・
→ 無理!! 段階的に移行

n移行における条件（RFC1752）

l　いつでも既存ホストの移行ができること。
l　いつでも新規IPv6ノードの導入ができること。
l　従来のアドレスを使用できるという選択肢も残されていること
l　導入時のコストが低いこと

30All Rights Reserved, Copyright 2002, Hitachi,Ltd.

IPv6ルータの要件をまとめると

走っている電車に飛び乗るには．．．

　1. IPv4と同等の高性能

　2. IPv4と同等の信頼性、可用性、安定性

　3. IPv4と同等の管理・運用性

　4. IPv4での最新技術（例えばQoS）が実現できること

　5. 導入コスト面での同等性

　6. IPv4からの移行技術（デュアルスタックなど）

　X. さらにIPv6導入の機能面でのメリットが必要

(ルータだけの課題ではないが）
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IPV6 に関する日立の取り組み
Technology R&D, Trial, Standardization

Networking Box (Routers,etc.)

IT Appliance Products

New Service, New Application

Network Solution Business

Network Management

LSI

NR60           GR2000     GR2000H/W      AG8000         (New Models)

System Integrated Service Menu

MIB    IPv6 Network Topology

IPv4-IPv6NAT, Toolnet6,KAME,BIS,USAGI,Super-Internet etc.         (Many, many, …)    

Hitachi inspires
IPv6 Deployment

1995
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日立のIPv6先行開発戦略

世界に先駆けたIPv6製品の開発：NR60 (1997)

IETFでの標準化貢献、フリーソフト貢献 (Toolnet6)

・技術の先行蓄積、先行ユーザからのフィードバック

・世界レベルでの知名度

基幹製品：ギガビットルータGR2000

市場でのプレゼンスの確立市場でのプレゼンスの確立

・ネットワーク製品への展開

・ソリューションビジネスへの展開

34All Rights Reserved, Copyright 2002, Hitachi,Ltd.

IPv6ルータ　NR60
n IPv6ルータ製品 ［‘97/6］
l Telebit社（デンマーク）に次ぎ製品化

n IPv6ルータ機能と IPv4-IPv6トランスレータ機能
l製品としては世界初

n 30以上のサイトで使用
l 6Boneでの共同実験に使用

l 6BoneJPのWorld接続に使用
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IETFにおける日立の活動

nIPv4-IPv6トランスレーション方式（Draft)提案［’97/11］
l“A Communication Mechanism between IPv4 and IPv6”

<draft-tsuchiya-ipv4-ipv6-translator-00.txt>
nトランスレーション技術発表［’97/11］

nWindows用IPv6ソフトウェア“Toolnet6”を発表
［’98/8、12、’99/3、7、9、11］

　　
nToolnet6のIPv4ーIPv6トランスレーションRFC
l“Dual stack Hosts using the “Bump-in-the-stack” Technique”
l日本からＩＰｖ６関係で初のＲＦＣ(RFC2767)

n現在も、マルチキャストのIPv6トランスレーション技術を
　提案中

36All Rights Reserved, Copyright 2002, Hitachi,Ltd.

Windows用IPv6移行ソフトウェア “Toolnet6”

nWindowsアプリケーションのIPｖ6対応化ツール

n BIS(Bump-In-the-Stack:RFC2767)技術

n ’98年8月より日立Webサイトで無償配布
l http://www.hitachi.co.jp/Prod/comp/network/pexv6-j.htm

6Bone

Windows PC

アプリケーションアプリケーションv4v4

TCPv4TCPv4

IPvIPv４４

Toolnet6Toolnet6
(v4(v4--v6v6変換変換NICNICﾄﾞﾗｲﾊﾞﾄﾞﾗｲﾊﾞ))

NICNIC

Windows Windows 
9898

Windows Windows 
NTNT

OS

NIC:Network Interface Card

FLORA1010

HITACHI

v6端末
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日立ギガビットルータGR2000シリーズ

Enterprise network Carrier/ISP/Cooperative shared network

GR2000-2S GR2000-4S GR2000-6H GR2000-10H GR2000-20H

New modelsNew models

GR2000-2BGR2000-1B

nHitachi provides production-ready, wire speed
OC48 IPv6 technology solutions for carrier 
(core/edge) and enterprise customers.

nAlready Shipping to World-Wide
lJapan, Korea, Europe, US, etc.

*1 All models except GR2000-2S support hardware-based IPv6 network.

38All Rights Reserved, Copyright 2002, Hitachi,Ltd.

ギガビットルータGR2000のIPv6開発

<開発方針
=先行開発：市場創生から！

=日立のコアコンピタンス(H/W技術)の活用

=企業のバックボーン向けルータNP200、ＩＰｖ６ルータNR60、
ATMスイッチAN1000の開発経験・財産をフル活用

=キャリアグレードの安定稼動の実現

<製品戦略
=IPv6ルータとして商用サービスに供する性能・機能・信頼性

=他社にない幅広いラインアップ、回線メニューの充実化
• 低速(64kbps)から超高速回線(2.4Gbps)まで
• 10/100/1000M Ethernet, ATM, POS, 専用線, etc.

=IPv4からの移行、運用管理機能のサポート
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GR2000のIPv6サポート (フェーズ1)

GR2000 アーキテクチャ(6H/10H/20H)

RM

Network
Interface

Network
Interface

Network-A Network-B

RP RP

Switch

IPv6 Packet Data
IPv4 Packet Data

RM: Routing Manager,  RP: Routing Processor,  NIF: Network Interface

・ 経路計算処理

・IPv6パケットの

　ソフトウェア転送

・IPv4パケットの

　ハードウェア転送

IPv4で運用中のネットワークを

低コストでIPv6に対応
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GR2000のIPv6サポート (フェーズ2：現在)

GR2000 アーキテクチャ(6H/10H/20H)

RM

Network
Interface

Network
Interface

Network-A Network-B

RP RP

Switch

IPv6 Packet Data
IPv4 Packet Data

RM: Routing Manager,  RP: Routing Processor,  NIF: Network Interface

・ 経路計算処理

・IPv4パケット、

　IPv6パケット共に

　ハードウェア転送

IPv6も本格的に利用可能
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■IPv6ルーティングの各処理を専用ハードウェアで実現
● 中継処理(OC-48c[2.4Gbit/s]でﾜｲﾔｽﾋﾟｰﾄﾞ)

● IPv6ルーティング性能: 最大26Mpps/装置

● QoS制御(IPv6 Diff-Serv対応)

● フィルタリング

● IPトンネリング

■OSPFv3のサポート
● IPv6対応の組織内ルーティングプロトコルで、中・大規模ネット

ワークの経路制御に適している

● 利点（RIPngに比べて）
● 中継ルータ数に制限が無い(RIPngには15段の制限有り)

● 複数ある経路の中から最適な(回線速度等)経路を選択できる

● 障害等による経路変更までの時間が早い

GR2000のIPv6高性能化、高機能化

42All Rights Reserved, Copyright 2002, Hitachi,Ltd.

応用技術例- H/WベースQoS制御

広 域IP 網
ﾎｽﾄ

Webｻｰﾊﾞ

ハードウエアによるDiff-serv機能によりIPv4/IPv6共存(デュアルスタック)環境でも、
複数の通信品質サービスを提供可能。
<適用例> ・基幹業務トラフィックの優先および非廃棄

・アクセス/バックボーン回線の帯域の有効利用

ﾙｰﾀ

優先度3

GR2000 GR2000

GR2000

優先度7

複 数 ｻ ｰ ﾋ ﾞ ｽ ｸ ﾗ ｽ に よ る 運

拠点B

拠点A

ﾙｰﾀ

センタ

ｸﾗｲｱﾝﾄ

ｸﾗｲｱﾝﾄ

優先度0

ｵ ﾝ ﾗ ｲ ﾝ
問 合 せ / 応 答

ｆｔｐ

W e b
ｱｸｾｽ

ﾌｧｲﾙｻｰﾊﾞ

ＩＰｖ４/ＩＰｖ６
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JP1/Cm2によるIPv6ネットワークの管理

　　

IPv4/IPv6IPv4/IPv6共存ネットワークの管理を共存ネットワークの管理をSNMP over IPv4SNMP over IPv4でで実現実現

● IPv6関連MIBの表示 (JP1/Cm2/NNM)
● GR2000のポート毎の状態表示 (JP1/Cm2/LEM)
● IPv6ネットワーク上の機器の論理的な接続関係と構成を自動

的に描画 (JP1/Cm2/Network topology - manager for IPv6)

IPv6　WAN

IPv4　WAN

IPv6,IPv4端末

IPv4端末IPv6端末

JP1/Cm2
IPv6,IPv4端末

IPv4端末 サーバ

IPv4/IPv6共存ﾈｯﾄﾜｰｸ
IPv4/IPv6共存ﾈ
ｯﾄﾜｰｸ

GR2000 GR2000
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応用技術例：IPv6マルチキャスト
n IPv4は殆ど実験止まり、IPv6では実用化目指す

［マルチキャスト応用例］
l 講演の実況中継
l ビデオ会議、社内放送
l ソフトウェアの配布
l データの店舗配布
l 社内教育用ビデオの中継
l Push型情報配信

n GR2000ではIPv6マルチキャストをハードウェア中継でサポート
n IPv6マルチキャスト技術を使ったマルチアングル野球中継実験
l IPv6普及・高度化推進協議会による実験
l http://tiis.hitachi.co.jp/IPv6/event/event.html
l 東京ドームで行われた日本ハム オープン戦2002年3月20-21日を、
　　札幌、大阪、東京にある各ショールーム（Galleria v6）にIPv6マルチキャストで
　　配信し、視聴者がPDAを使って、好きなマルチアングルカメラを選択し、

　　その選択したカメラの映像をテレビモニタに表示させることを行った。
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KAME，USAGI，Tahｉプロジェクト

nWIDEプロジェクト
n KAMEプロジェクト
lIPv6の規範的プロトコルスタック
lxBSD系UNIX
lhttp://www.kame.net

n USAGIプロジェクト
lLinuxでの「安定した」 IPv6プロトコルスタック
lhttp://www.linux-ipv6.org/

n Tahi Project
l相互接続試験の場
lhttp://www.tahi.org

n日本がIPv6普及を推進している！
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IPv6相互接続実験

n米国ニューハンプシャー大学Internet Operability 
Lab.(IOL)
l IPｖ6実装検証、日立は第一回(’96年)から参加

n TAHIプロジェクト

l日本、参加は海外からも。

n ETSI(European Telecommunications Standards 
Institute)
lフランス、参加は欧州以外からも。

nNetworld+InteropでのSolution Showcase
l日本では1996年より。海外でも行われつつある。

48All Rights Reserved, Copyright 2002, Hitachi,Ltd.

幕張メッセ大手町

1000BASE-SX

OC-48

1000BASE-SX/LX

nShowNetのIPv6外部接続：2001年の例

ＮＳＰＩＸＰ-６ 　　ShowNet
Fujitsu、Juniper、NEC、他

Networld+Interopでの相互接続実験例

Cisco
12416

GR2000-10
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IPv6ネットワークの移行シナリオ(1)
n 2000～2001のIPv6ネットワーク
l IPv4の海にIPv6の島

lトンネル、トランスレータ（ＰＴ）でIPv4・IPv6共存、接続

l研究・試行から商用IPv6ネットワークへ

:IPv6/IPv4ﾃﾞｭｱﾙｽﾀｯｸﾙｰﾀ :IPv4ﾙｰﾀ :IPv6ﾙｰﾀv6/v4 v4 v6

IPv6 Internet

NSPIXP-6 Global v6 Internet
(6Bone)x

v6

v6

研究機関/
先進ユーザ

IPv6 Internet

v6/v4

v6

v4

v6/v4

v4 

v6/v4

v4

v4IPv4 Internet

企業 企業/研究機関

v4

v4

V4-V6変換

v4

企業

v6
v6

IPv6 over IPv4
トンネル

PT



26

51All Rights Reserved, Copyright 2002, Hitachi,Ltd.

IPv6ネットワークの移行シナリオ(2)
n 2002～2005のIPv6ネットワーク
l IPv6の島の拡大

lネイティブ接続の増加
l移動体網でのIPv6適用

IPv6 Internet

NSPIXP-6
Global v6 Internet

(6Bone)x

v6

研究機関

　　IPv6 Internet

v6/v4

v6

v4 

v6/v4

IPv4 Internet

企業

v4

v4
ネイティブ接続

企業

v6

PT

企業

v6v6

v6/v4

v6/v4

v6

第3世代
移動体網

v6

v6
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IPv6ネットワークの移行シナリオ(3)
n 2005～のIPv6ネットワーク
l IPv6の海にIPv4の島
l トンネル、NATでIPv6・IPv4共存、接続
l 家庭/ホームネットワークのIPv6適用
l 日本のインターネットはすべてIPv6対応化(総務省計画)

家庭

IPv6 Internet

NSPIXP-6 Global v6 Internet
(6Bone)x

v6

研究機関

IPv6 Internet

v6/v4

v6

第3.5/4世代
移動体網

v6

企業

v6

企業

v6
企業

v6v6

v6/v4

v6

第3.５/4世代
移動体網

v6

v6/v4

v4 

IPv4 Internet
PT

v6/v4

v6

v4

IPv4 over IPv6
トンネル

v6

家庭

v6

v6
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IPv6によるネットワーク(社会)イメージ

IPv6 インターネット

携帯電話
（IMT-2000）

自動車
（ITS）

PDA

サーバ パソコン

照明機器

空調設備

情報家電

★常時接続インターネット ★無限のアドレス（個体識別）

★セキュリティ（プライバシー） ★一対多、多対多（放送系アプリ）

コンテンツ配信
（音楽、映画等）

モバイル
コンピューティング

ホーム
コンピューティング

遠隔操作・監視
（物流管理／
設備管理等）

ネットワーク
コンピューティング

ペット 家畜

ホームネットワーク
（BlueTooth等）

荷物

“Everything over IP”

ストレージ
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IPv6に関する参考情報

nhttp://www.mainichi.co.jp/digital/ipv6/
nhttp://www.v6pc.jp/
nhttp://www.ipv6forum.com/
nhttp://www.ietf.org/
lhttp://www.ietf.org/html.charters/ipv6-charter.html


